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2とば市議会だより　平成27年11月１日

　平成 26 年度一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定ほか、
鳥羽市個人情報保護条例の一部改正についてなど、議案 16 件
と発議４件、請願４件を審議しました。

9月
議会報告

　平成 26 年度の決算は、一般会計では実質収支が 2 億 2921 万 5000 円の黒字となり、前年度の実質収支
を差し引いた単年度収支では 2 億 5128 万円の赤字となりました。
　また、特別会計では、実質収支において介護保険事業で 2257 万 5 千円、後期高齢者医療で 469 万
9000 円の黒字となっており、5 事業の合計で 2798 万 7000 円の黒字となりました。
　平成 26 年度における一般会計、特別会計の決算状況は下表のとおりです。

　　　　 　区分

会計

歳入決算額 歳出決算額
歳入歳出
差 引 額

（形式収支）

翌年度へ
繰り越す
べき財源

実質収支 平成 25 年度
実質収支

平成 26 年度
単年度収支

Ａ Ｂ Ｃ（A-B） Ｄ Ｅ（C-D) Ｆ Ｇ（E-F）

一般会計 11,638,176 11,399,837 238,339 9,124 229,215 480,495 △ 251,280

特
別
会
計

国民健康
保険事業 3,397,844 3,397,132 712 0 712 16,020 △ 15,308

介護保険
事業 2,607,785 2,585,210 22,575 0 22,575 10,089 12,486

定期航路
事業 603,868 603,867 1 0 1 1 0

特定環境
保全公共
下水道事業

145,178 145,178 0 0 0 0 0

後期高齢者
医療 482,722 478,023 4,699 0 4,699 3,372 1,327

小計 7,237,397 7,209,410 27,987 0 27,987 29,482 △ 1,495
合計

（一般＋特別） 18,875,573 18,609,247 266,326 9,124 257,202 509,977 △ 252,775

■歳入 ■歳出

22 年度   12,636   12,131   

23 年度 11,608 11,007

24 年度 11,641 11,237

25 年度 11,141 10,656

26 年度 11,638 11,4009,500

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

12,500

13,000

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

平成 26 年度　会計別決算状況

一般会計決算規模の推移

（単位：千円）

（単位：百万円）

平成26年度 決算の概要
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　各常任委員会に 10 議案と４請願が付託されました。

戸
上　
健

　
診
療
所
の

 

条
例
改
正
の
必
要
性
は

健
康
福
祉
課
長

　

長
岡
診
療
所
の

�

医
師
不
在
解
消
で
す

問 

条
例
改
正
の
必
要
性
は
。

答�

健
康
福
祉
課
長　
長
岡
診
療
所
の
常
勤
医
師
不
在
の

中
、
医
師
確
保
を
最
優
先
に
考
え
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
を
行
い
、
安
定
し
た
地
域
医
療
体
制
の
確

保
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問 

本
条
例
改
正
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答�

健
康
福
祉
課
長　
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
を
設
置

し
、
指
定
管
理
者
の
選
定
を
行
っ
た
の
ち
、
平
成
28

年
４
月
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

当
該
住
民
の
皆
さ
ん
の
合
意
形
成
は
。

答�

健
康
福
祉
課
長　
長
岡
地
区
の
町
内
会
長
等
に
説
明

会
を
実
施
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

・
議
案
質
疑
・

常任委員会報告

世
古　
安
秀

　
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て

 

道
路
景
観
整
備
は

市
長

　

パ
ー
ル
ロ
ー
ド
の

�

樹
木
伐
採
も
進
め
る

問 

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
は
世
界
に
鳥
羽
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
。
鳥
羽
お
も
て
な
し
会
議

へ
の
補
助
金
に
世
界
の
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
へ
の
記
念

品
の
予
算
は
。

答�
総
務
課
長　
来
年
度
の
予
算
計
上
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

配
偶
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
鳥
羽
へ
誘
致
す
る
考
え
は
。

答�

市
長　
最
も
誘
致
を
し
た
い
事
業
で
す
。
か
な
り
の

手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

問 

県
の
補
正
予
算
で
サ
ミ
ッ
ト
に
備
え
、
道
路
や
景
観

整
備
費
に
、
54
億
円
計
上
と
新
聞
報
道
さ
れ
ま
し
た

が
、
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
の
樹
木
伐
採
は
。

答�

市
長　
県
か
ら
鳥
羽
の
方
へ
16
億
円
程
度
と
の
話
は

聞
い
て
い
ま
す
。
樹
木
伐
採
も
含
め
て
話
を
進
め
て

い
き
た
い
。

・
議
案
質
疑
・

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
議
案
第
12
号　

鳥
羽
市
個
人
情
報

保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
）

問  

平
成
28
年
１
月
時
点
に
お
け
る

情
報
管
理
さ
れ
る
項
目
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
る
と

想
定
さ
れ
る
か
。

答  

番
号
法
の
別
表
第
１
に
す
べ
て
記

載
さ
れ
て
お
り
、
市
が
行
う
社
会

保
障
・
税
の
範は

ん
ち
ゅ
う疇

は
ほ
ぼ
全
般
的

に
番
号
を
利
用
し
て
い
く
法
定
事

務
と
な
る
。
１
０
０
を
超
え
る
事

務
で
制
度
が
始
ま
る
。

問  

こ
れ
ま
で
は
無
か
っ
た
が
、
万
一

情
報
漏
え
い
が
生
じ
た
時
は
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

答  

万
一
、
情
報
漏
え
い
が
生
じ
た
時

は
、
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り

や
っ
て
い
く
。 総務民生

委員会



4とば市議会だより　平成27年11月１日

（
議
案
第
14
号　

鳥
羽
市
診
療
所
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

問  

指
定
管
理
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
以
前
医
師
が
い
た
時
の

医
療
体
制
と
指
定
管
理
制
度
導
入

後
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
、
相
違

は
あ
る
か
。

答  

ま
だ
、
指
定
管
理
者
が
未
定
で
あ

る
た
め
、
従
前
の
診
療
体
制
が
取

れ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
条
例

に
あ
る
日
中
の
診
療
時
間
は
全
て

対
応
し
て
も
ら
え
る
よ
う
選
定
し

て
い
き
た
い
。

問  

高
齢
者
が
多
い
地
区
で
あ
る
の
で
、

従
前
と
変
わ
ら
な
い
医
療
体
制
を

取
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
可
能
か
。

答  

で
き
る
だ
け
従
前
の
診
療
体
制
で

対
応
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
指
定

管
理
者
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　

請
願
第
２
号
か
ら
第
５
号
に
つ
い

て
、
請
願
人
の
代
表
と
し
て
三
重
県

教
職
員
組
合
志
摩
支
部
長
の
池
田
拓

司
氏
を
参
考
人
と
し
て
招
致

（
請
願
第
２
号　
「
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
存
続
と
更
な
る
充
実
」

を
求
め
る
請
願
）

問  
本
市
に
お
け
る
教
材
費
の
予
算
措

置
額
は
。

答  

１
０
８
３
万
円
と
聞
い
て
い
る
。

（
請
願
第
３
号　

教
職
員
定
数
改
善

計
画
の
策
定
・
実
施
と
教
育
予
算
拡

充
を
求
め
る
請
願
）

問  

教
職
員
が
不
足
し
て
い
る
の
で
加

配
が
必
要
な
の
か
。

答  

鳥
羽
市
で
は
３
校
11
学
級
が
35
人

以
上
と
な
っ
て
い
る
。
進
度
の
ば

ら
つ
き
が
あ
る
の
で
、
少
人
数
加

配
を
し
て
頂
け
る
と
あ
り
が
た
い
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
―

　
● 

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
推
進
事
業

 
 

２
０
０
０
万
円

　
● 

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

 
 

１
３
５
０
万
円

　
● 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

 
 

１
６
８
万
円

　
●　

 

道
路
橋
り
ょ
う
・
河
川
災
害

 
 

復
旧
事
業

 
 

２
０
０
０
万
円

（
認
定
第
１
号　

平
成
26
年
度
鳥
羽

市
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
）

（
一
般
会
計
歳
入
）

問  

市
税
の
不
納
欠
損
に
つ
い
て
、
近
年

に
な
い
不
納
欠
損
額
で
は
な
い
か
。

答  

１
億
円
以
上
の
欠
損
額
は
、
平
成

18
年
度
以
来
の
欠
損
額
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
徴
収
職
員
の
調
査
努

力
と
事
案
の
完
結
に
向
け
た
処
理

の
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
歳
出
・
第
２
款
総
務
費
）

問  

健
康
な
職
員
が
少
な
い
。
昨
年
の

指
摘
を
受
け
、
こ
の
１
年
間
で
ど

の
よ
う
に
職
員
の
健
康
管
理
に
努

力
し
た
か
。

答  

受
診
者
が
前
年
度
と
比
べ
減
少

し
て
お
り
単
純
比
較
は
難
し
い
が
、

判
定
結
果
が
一
部
回
復
し
た
職
員

も
い
る
が
、
悪
化
し
て
い
る
職
員

が
増
加
し
た
。
今
後
も
日
頃
の
健

康
管
理
の
意
識
付
け
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

（
歳
出
・
第
３
款
民
生
費
）

問  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
し
、
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
と
思
う
が
、

も
っ
と
受
け
入
れ
を
し
て
欲
し
い

と
い
う
声
は
な
い
か
。

答  

日
常
的
に
利
用
す
る
か
た
や
、
長

期
休
暇
の
際
の
利
用
、
短
期
の

利
用
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
中
、

予算決算
委員会

常任委員会報告

文教産業
委員会

長岡診療所診察室
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な
っ
た
が
、
そ
の
要
因
は
何
か
。

答  

観
光
客
と
離
島
人
口
が
共
に
減
少

し
た
。
乗
船
券
で
は
、
特
に
学
生

定
期
券
、
団
体
券
、
周
遊
券
で
減

少
と
な
っ
た
。

（
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
）

問  

今
後
も
赤
字
が
続
け
ば
、
そ
の
赤

字
分
を
一
般
会
計
か
ら
補
て
ん
を

す
る
の
か
。

答  

今
後
の
推
移
で
も
そ
の
よ
う
な
形

が
予
測
さ
れ
る
が
、
市
の
方
針
と

し
て
は
そ
の
地
域
の
環
境
保
全
の

た
め
と
い
う
公
平
性
も
あ
る
の
で
、

今
後
も
未
納
金
の
徴
収
に
つ
い
て

過
年
度
分
の
延
滞
金
の
加
算
の
実

現
等
を
検
討
し
、
支
出
も
削
減
で

き
る
と
こ
ろ
は
削
減
し
、
基
準
外

繰
入
を
減
ら
す
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
。

（
認
定
第
２
号　

平
成
26
年
度
鳥
羽

市
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
）

問  

年
間
有
収
水
量
が
前
年
度
よ
り
減

少
し
て
い
る
が
、
有
収
率
が
増
加

し
た
要
因
は
何
か
。

答  

当
該
年
度
に
お
い
て
漏
水
や
事
故

な
ど
の
発
生
件
数
が
減
少
し
た
こ

常任委員会報告

常
に
全
員
が
利
用
す
る
の
で
は

な
く
、
定
員
内
で
収
ま
っ
て
お
り
、

希
望
者
全
員
の
受
け
入
れ
は
出
来

て
い
る
。

（
歳
出
・
第
４
款
衛
生
費
）

問  

医
薬
材
料
費
が
減
少
し
た
要
因
は

何
か
。

答  

前
年
度
と
比
較
し
、
患
者
数
が
診

療
所
全
体
で
２
３
０
９
人
減
少
し

た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

（
歳
出
・
第
５
款
農
林
水
産
業
費
）

問  

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
捕
獲
で
き
る

人
が
減
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の

対
策
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答  

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
補

助
金
の
中
で
、
免
許
講
習
費
の
補

助
を
行
っ
て
い
る
。

（
歳
出
・
第
６
款
商
工
費
）

問  

市
内
事
業
所
の
中
に
は
、
独
自
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
情
報
を
と

り
ま
と
め
て
発
信
で
き
る
ウ
ェ
ブ

シ
ス
テ
ム
の
枠
組
み
を
構
築
し
た

と
あ
る
が
、
詳
細
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答  

商
工
会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
き
、
検
索
を
す
る
と
市
内
事
業

所
の
紹
介
が
さ
れ
る
も
の
で
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
な
い
場
合

で
も
一
元
的
に
発
信
で
き
る
よ
う

構
築
し
た
。

（
歳
出
・
第
７
款
土
木
費
）

問  

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
情
報
提

供
は
76
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
解

体
と
な
っ
た
空
き
家
が
６
件
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
所
有
者
調
査

な
ど
で
ど
う
い
う
こ
と
が
障
害
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答  

情
報
提
供
の
あ
っ
た
76
件
す
べ
て

が
解
体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
建

物
で
は
な
く
、
草
木
が
生
い
茂
っ

て
い
る
な
ど
、
所
有
者
と
連
絡
が

つ
く
も
の
は
対
応
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
危
険
な
建
物
で
、
所

有
者
が
不
明
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
特
別
措
置
法
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
税
情
報

も
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

最
終
的
に
相
続
権
者
が
不
明
と
い

う
物
件
も
あ
り
苦
労
し
て
い
る
。

（
特
別
会
計
・
国
民
健
康
保
険
事
業
）

問  

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
の

た
め
、
具
体
的
な
対
策
は
何
か
。

答  

未
受
診
者
に
ハ
ガ
キ
に
よ
る
通
知

を
、
前
年
度
受
診
率
が
低
か
っ
た

地
域
の
対
象
者
へ
電
話
連
絡
を

行
っ
た
。
今
後
も
同
様
に
地
道
な

周
知
を
行
う
。

（
介
護
保
険
事
業
）

問  

有
料
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
給
付
費
が

５
０
０
０
万
円
増
加
し
た
理
由
は

何
か
。

答  

市
内
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
が
２
カ

所
あ
り
、
そ
れ
ら
の
認
知
度
が
高

ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
利
用
が
増

加
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
定
期
航
路
事
業
）

問  

各
航
路
と
も
運
航
収
益
が
減
少
と

鳥羽商工会議所ホームページ　企業・店舗検索
http://www.search.toba.or.jp/
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と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

（
議
案
第
10
号　

平
成
27
年
度
鳥
羽

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
））

（
歳
出
・
第
２
款
総
務
費
）

問  
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
、
委
託

料
の
増
額
に
つ
い
て
委
託
業
務
の

具
体
的
な
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

答  

業
務
管
理
と
し
て
７
０
０
万
円
、

こ
れ
に
は
２
名
分
の
人
件
費
の
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ブ

管
理
や
印
刷
製
本
、
移
動
費
用
、

通
信
運
搬
・
発
送
手
数
料
な
ど
を

含
ん
で
い
る
。
特
産
品
発
送
業
務

の
２
１
５
０
万
円
は
、
贈
呈
品
の

発
送
費
用
を
当
初
予
算
で
は
報
償

費
で
計
上
し
て
い
た
も
の
を
委
託

費
に
組
み
換
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
歳
出
・
第
５
款
農
林
水
産
業
費
）

問  

今
回
の
設
計
業
務
で
補
助
率
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
工
事
費
に
係
る

補
助
率
は
ど
う
な
る
か
。

答  

設
計
と
同
様
に
太
陽
光
発
電
及
び

蓄
電
池
に
つ
い
て
は
１
０
０
％
の

補
助
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い
て
は

一
部
負
担
が
必
要
と
な
る
。

�

戸
上　
健　
議
員

《
　
反
　
対
　
》

　

 

議
案
第
10
号　
平
成
27
年
度
鳥
羽

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

 

議
案
第
12
号　

鳥
羽
市
個
人
情
報

保
護
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

 

議
案
第
13
号　

鳥
羽
市
手
数
料
徴

収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

　
岡
村　
忠
夫　
氏

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

　
西
川　
実　
氏
（
再
任
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
同
意

　
小
中
ち
よ
う　
氏
（
再
任
）

　
山
本　
英
子　
氏
（
再
任
）

常任委員会報告

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

片
岡
直
博

河
村　
孝

山
本
哲
也

木
下
順
一

井
村
行
夫

中
世
古
泉

戸
上　
健

浜
口
一
利

坂
倉
広
子

世
古
安
秀

橋
本
真
一
郎

尾
﨑　
幹

坂
倉
紀
男

野
村
保
夫

9 平成27年度鳥羽市一般会計補正予算（第５号） 9月15日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○ ○ ○○ ○○

10 平成27年度鳥羽市一般会計補正予算（第６号）

10月5日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○○ ○○

11

被用者年金制度の一元化等を図るための
厚生年金保険法等の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整理に関する条例の
制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○○

12 鳥羽市個人情報保護条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○○

13 鳥羽市手数料徴収条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○○

14 鳥羽市診療所の設置及び管理に関する
条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

15 字の区域の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

16 平成26年度鳥羽市水道事業
会計未処分利益剰余金の処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

平成27年９月４日～ 10月５日会議　議員別表決結果 ○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権

人　
事

討　
論
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議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

片
岡
直
博

河
村　
孝

山
本
哲
也

木
下
順
一

井
村
行
夫

中
世
古
泉

戸
上　
健

浜
口
一
利

坂
倉
広
子

世
古
安
秀

橋
本
真
一
郎

尾
﨑　
幹

坂
倉
紀
男

野
村
保
夫

17 平成27年度鳥羽市一般会計補正予算（第４号） 9月11日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○ ○ ○ ○ ○○

18 教育委員会委員の任命について 9月15日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 平成27年度鳥羽市一般会計補正予算（第７号）

10月5日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 公平委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定
1

平成26年度鳥羽市一般会計及び
各特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○○

認定
2

平成26年度鳥羽市水道事業
会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○○

諮問
1

人権擁護委員の推薦につき
意見を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○○

諮問
2

人権擁護委員の推薦につき
意見を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

請願
2

「義務教育費国庫負担制度の存続と
  更なる充実」を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

請願
3

教職員定数改善計画の策定・実施と
教育予算拡充を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

請願
4

子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に
関わる制度の拡充を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

請願
5 防災対策の充実を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

発議
3

「義務教育費国庫負担制度の存続と
  更なる充実」を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

発議
4

「教職員定数改善計画の策定・実施と
  教育予算拡充」を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
5

「子どもの貧困対策の推進と
  就学・修学支援に関わる制度の拡充」を
求める意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
6

「防災対策の充実」を求める意見書の
提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告
2

平成26年度鳥羽市健全化判断比率の
報告について

報
告
に
つ
き
採
決
な
し

報告
3

平成26年度鳥羽市定期航路事業
特別会計資金不足比率の報告について

報告
4

平成26年度鳥羽市特定環境保全公共下水道事業
特別会計資金不足比率の報告について

報告
5

平成26年度鳥羽市水道事業
会計資金不足比率の報告について

報告
6

一般財団法人鳥羽市開発公社及び
公益財団法人鳥羽市武道振興会の
経営状況の報告について

平成27年９月４日～ 10月５日会議　議員別表決結果 ○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権
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９
月
11
日
に
５
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

戸上　健

問  

こ
の
１
年
間
１
人
の
赤
ち
ゃ
ん
も
誕
生
し

な
か
っ
た
町
は
。

答  

市
民
課
長　
桃
取
町
、
坂
手
町
、
白
木
町
、

石
鏡
町
、
国
崎
町
、
堅
子
町
、
千
賀
町
の

７
町
で
す
。

問   

最
長
の
町
は
。

答  

市
民
課
長　
千
賀
町
で
15
年
３
ヵ
月
出
生

届
が
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
問  

火
が
消
え
た
よ
う
で
す
。
市
の
人
口
政
策

は
ど
う
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。

答  

市
長　
こ
う
い
う
現
状
を
み
る
と
、
町
ご

と
の
対
策
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

問  

地
方
創
生
の
総
合
戦
略
に
地
域
の
声
を
ど

う
反
映
さ
せ
ま
す
か
。

答  
地
方
創
生
・
企
画
経
営
担
当
副
参
事　
ア

ン
ケ
ー
ト
、
審
議
会
で
意
見
を
組
み
入
れ
、

政
策
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問  

財
源
と
し
て
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
策
は
。

答  

市
長　
観
光
協
会
と
も
手
を
結
ん
で
飛
躍

的
に
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
職
員
数
は
削
減
で

き
る
の
で
す
か
。

答  

総
務
課
長　
業
務
量
が
増
加
す
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
時
間
も
職

員
も
削
減
は
見
込
め
ま
せ
ん
。

問  

個
人
情
報
は
１
０
０
％
安
心
で
き
る
の
で
す
か
。

答  

総
務
課
長　
い
か
に
強
固
な
情
報
シ
ス
テ

ム
で
あ
っ
て
も
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
の

犯
罪
に
対
し
て
１
０
０
％
安
全
と
言
い
切

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
課
長

�

15
年
３
ヵ
月
で
す

出
生
の
な
い
町
最
長
は

一
般
質
問

こ
れ
が
問
い
た
い 

● 

こ
こ
が
聞
き
た
い

地方創生の先進地
徳島県神山町の誘致企業

　

総
務
課
長　

１
０
０
％
安
全
と
は

�

言
い
切
れ
ま
せ
ん

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
安
全
か

※
一
般
質
問
、
議
案
質
疑
の
原
稿
は
議
員
本
人
の
文
責
で
す
。
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井村　行夫

片岡　直博

問  

最
近
、
国
・
県
・
市
道
に
お
い
て
、
隣
接

す
る
山
林
や
個
人
宅
地
か
ら
道
路
や
歩
道

へ
樹
木
が
張
り
出
し
て
い
る
の
が
よ
く
見

ら
れ
ま
す
。
通
行
に
支
障
と
な
り
、
歩
行

者
や
車
両
の
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、
責
任

は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

答  

建
設
課
長　
土
地
所
有
者
の
責
任
と
考
え

ま
す
。

問  

法
的
に
は
民
法
第
７
１
７
条
に
、
土
地
の

工
作
物
の
占
有
者
は
、
設
置
又
は
保
存
に

瑕か

し疵
が
あ
る
事
に
よ
っ
て
他
人
に
損
害
を

生
じ
た
時
は
、
被
害
者
に
対
し
て
そ
の
損

害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。
但
し
、
占

有
者
が
損
害
の
発
生
を
防
止
す
る
の
に

必
要
な
注
意
を
し
た
と
き
は
、
所
有
者
が

そ
の
損
害
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
道
路
法
第
30
条
及
び
道
路
構

造
令
第
12
条
で
は
、
自
動
車
や
歩
行
者

の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
に
、
電

問  

市
街
地
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
日
和

山
の
再
開
発
を
手
掛
け
る
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答  

市
長　
私
個
人
も
、
あ
そ
こ
を
も
う
一
度

復
活
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま

し
て
、
担
当
課
に
も
そ
う
い
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
の
可
能
性
、
経
費
等
を
研
究
す
る

よ
う
に
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問  

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
後
も
継
続
し
て
鳥

羽
を
盛
り
上
げ
て
い
く
方
策
と
し
て
、
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
に
冠
を
つ
け
た
サ
ミ
ッ

ト
議
会
、
サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
に
よ
る
伊
勢

か
ら
鳥
羽
を
経
て
、
志
摩
市
へ
の
駅
伝
大

会
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
、
副
市
長
に
考

え
を
伺
い
ま
す
。

答  
副
市
長　
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
検
討

し
た
い
。

柱
、
信
号
機
、
樹
木
等
が
道
路
上
に
入
っ

て
は
い
け
な
い
空
間
を
建
築
限
界
と
言
い
、

車
道
の
場
合
は
高
さ
上
空
４・５
メ
ー
ト

ル
、
歩
道
は
２・
５
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に

通
行
の
障
害
に
な
る
物
、
樹
木
看
板
等
は

置
い
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
樹
木
枝
木
の
現
状
に
つ
い
て
所
見
を

伺
い
ま
す
。

答  
市
長　

安
全
確
保
の
た
め
に
は
、
車
道
、

歩
道
の
建
築
限
界
規
定
や
法
律
を
、
適
切

に
所
有
者
に
対
し
て
は
っ
き
り
と
発
信
し

て
い
く
事
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問  

こ
れ
ま
で
の
答
弁
を
振
り
返
り
、
特
に
日

和
山
開
発
と
駅
伝
の
開
催
に
つ
い
て
市
長

の
意
見
を
伺
い
ま
す
。

答  

市
長　

日
和
山
に
関
し
て
は
、
先
ほ
ど

も
言
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
私
た

ち
も
こ
れ
必
要
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

お
り
、
や
れ
る
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

こ
れ
は
相
手
も
あ
る
こ
と
で
す
の
で
、
な

か
な
か
こ
ち
ら
の
思
惑
だ
け
で
は
い
か
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

い
い
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
駅
伝
大
会
は
難
し
い
面
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
意
気
込
み
は
大
事
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
り
よ
い
方
法

が
あ
れ
ば
活
用

し
て
い
き
た
い
。

建
設
課
長

　

土
地
所
有
者
の

�

責
任
と
考
え
ま
す

市
長

　

提
案
に
つ
い
て
は

�

私
も
や
っ
て
い
く

道
に
張
り
出
た
樹
木
で
の

事
故
責
任
は

鳥
羽
を
元
気
に
す
る
た
め
の

振
興
策
は

建築限界とは
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山本　哲也

木下　順一

問  

鳥
羽
市
に
お
け
る
定
住
応
援
及
び
移
住

応
援
事
業
は
。

答  

地
方
創
生
・
企
画
経
営
担
当
副
参
事　
中

学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
保

育
料
２
人
目
以
降
無
料
化
、
新
生
児
出

生
世
帯
へ
の
応
援
券
の
交
付
、
高
校
生

通
学
費
の
補
助
、
そ
し
て
、
市
内
に
住

宅
を
取
得
す
る
若
者
世
帯
へ
の
定
住
奨

励
金
や
、
市
が
売
り
払
い
を
見
込
む
市

有
地
の
購
入
者
に
対
す
る
奨
励
金
の
交

付
な
ど
で
す
。
ま
た
、
今
年
度
に
お
き

ま
し
て
は
、
広
告
掲
載
な
ど
三
重
県
全
域

に
及
ぶ
地
域
へ
の
情
報
発
信
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

に
つ
い
て
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

問  

今
後
の
方
針
は
。

答  

市
長　
移
住
、
定
住
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
今
考
え
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
今

ま
で
の
取
り
組
み
は
少
し
手
ぬ
る
か
っ

た
と
い
う
ふ
う
に
反
省
も
し
て
い
ま
す
。

問  

南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
・

津
波
が
発
生
す
れ
ば
、
大
量
の
震
災
が
れ

き
等
が
発
生
し
、
緊
急
輸
送
路
が
通
行

出
来
な
い
と
い
う
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

計
画
は
し
て
い
ま
す
か
。

答  

建
設
課
長　
鳥
羽
商
工
会
議
所
と
「
地
震

津
波
・
風
水
害
等
の
災
害
応
急
工
事
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
お
り
、
道
路
啓

開
※
等
含
め
実
施
体
制
の
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
三
重
県
と
も
連
携
し
て

道
路
啓
開
計
画
と
道
路
啓
開
基
地
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

問  

災
害
が
れ
き
等
の
仮
置
き
場
の
選
定
、
確

保
な
ど
の
処
理
計
画
は
。

答  

環
境
課
長　
「
鳥
羽
市
災
害
廃
棄
物
処
理

計
画
」
を
本
年
度
中
に
策
定
し
、
そ
の
中

で
仮
置
き
場
候
補
地
を
早
期
に
確
定
し
て

い
き
た
い
。

問  

重
点
的
に
取
り
組
む
た
め
に
新
た
な
組

織
の
立
ち
上
げ
が
必
要
な
の
で
は
。

答  

市
長　
一
、二
ヵ
月
の
間
に
そ
う
い
っ
た

部
署
も
含
め
て
、
鳥
羽
市
が
移
住
、
定

住
に
真
剣
に
取
り
組
も
う
と
い
う
こ
と

を
や
ろ
う
と
い
う
相
談
を
し
て
い
ま
し

た
。
一
つ
の
課
を
充
て
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
す
ぐ
に
は
で
き
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
少
な
く
と
も
そ
れ
を
専
門
に
担
当

す
る
職
員
、
係
、
そ
う
い
っ
た
事
か
ら

先
ず
や
り
た
い
で
す
。

 

※ 

道
路
啓
開
と
は
、
緊
急
車
両
等
の
通
行
の
た
め
、
１

車
線
で
も
と
に
か
く
通
れ
る
よ
う
に
早
急
に
最
低
限

の
が
れ
き
処
理
を
行
い
、
簡
易
な
段
差
修
正
に
よ
り

救
援
ル
ー
ト
を
開
け
る
こ
と
。

問  

消
防
庁
舎
建
設
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
及
び

計
画
は
。

答  

消
防
長　
平
成
25
年
３
月
に
、
鳥
羽
東
中

学
校
の
西
側
に
建
設
移
転
候
補
地
と
し
て

市
議
会
に
も
同
意
し
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、

同
年
２
月
に
市
長
は
「
建
設
予
定
地
に
障

が
い
者
施
設
を
建
設
、
そ
の
後
、
保
育
所

を
建
設
し
、
消
防
庁
舎
に
つ
い
て
は
平
成

28
年
位
に
着
手
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え

て
い
ま
す
。

問  

早
期
建
設
に
向
け
て
、
市
長
の
決
断
の
時

で
は
な
い
で
す
か
。

答  

市
長　
他
に
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

施
設
も
あ
り
ま
す
が
、
消
防
施
設
を
優
先

し
て
や
り
た
い
。

市
長

　

今
ま
で
以
上
に

　

重
点
を
置
き
進
め
た
い

建
設
課
長

　
各
関
係
機
関
と

　
協
議
、
検
討
し
て
い
る

移
住
・
定
住
支
援
に
重
点
を

道
路
啓
開
の
計
画
は

�

市
長　

最
優
先
で
考
え
て
い
ま
す

消
防
庁
舎
建
設
は

定住応援事業奨励金チラシ
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本市と兵庫県三田市は、戦国～江戸時代の九鬼氏による統治を縁とする歴史文化の繋がりを背景として、
平成 23 年７月に「友好都市宣言」に調印して今日に至っています。
これを機に本市議会と三田市議会は、これまでに委員会の相互視察や事務局職員の交流を実施してきました。
今回、これをさらに発展させ、両市議会の相互交流を深めることを目的として、10 月 14 日に議会交流（合
同研修会）を開催しました。

研修前半： 講演
講師…中尾　修 氏（東京財団研究員・元北海道栗山町議会事務局長）
演題… 全国に広がる地方議会改革 ～住民・行政・議会三者の関係から見えてくるもの～

研修後半：  各テーマ（議会の権能強化、市民との対話、議会の情報発信、議員定数・報酬）に分かれ、
両市議員によるグループディスカッション

常任委員会では、次のとおり行政視察を行いました。

文教産業常任委員会
　視察日　８月 18 日・19 日
　視察先　 徳島県神山町特定非営利活動法人グリーンバレー
　　　　　（神山プロジェクトについて）
　　　　　 兵庫県相生市
　　　　　（子育て応援都市宣言（11 の鍵）について）

市議会では、「市議会議員」としての年賀状を自粛することを申し合わせておりますので、市民の
皆様のご理解をお願いいたします。

年賀状の自粛申し合わせについて

▶�三田市議会との交流

▶�委員会行政視察

古民家を改装したえんがわオフィス
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　1977年生まれ。現役時代は宇治山田商業高
校で高校球児とし活躍。その後、鳥羽高校、宇
治山田商業高校で講師。教員となり、2005 年
から白子高校野球部監督、2010 年から津商業
高校野球部監督に就任。

●『きらり輝く人達』に登場していただける、国内外で活躍している鳥羽市出身者を紹介してください。左記連絡先までお願いします。
����（ご紹介いただいても採用されない場合があります。また、報酬はありません。）

鳥
羽
市
議
会

検
 索

きらり  
輝く人

達 今、きらりと輝いている鳥羽市出身の人達にスポッ
トをあてる企画、今回は津商業高校野球部監督の
宮本健太朗さんです。

編集後記

宮
みやもと

本�健
けん � た � ろ う

太朗�さん

とば市議会だより第１５３号をお届けします。
議会だよりの表紙面のリニューアルを提案させて頂き
ました。編集委員会では、少しでも多くの市民の方に
手に取って頂けるよう、親しんでもらえる議会だよりに
なるように工夫して参ります。市民の皆様からのご意
見、ご感想をお待ちしております。

 記　山本哲也

プロフィール

とば市議会だより
編集委員会

委員長　　坂倉広子
副委員長　山本哲也
委員　　　片岡直博
委員　　　河村　孝
委員　　　井村行夫
委員　　　浜口一利
委員　　　世古安秀

津商業高校
野球部監督

津商業高等学校野球部紹介
　　�http://www.mie-c.ed.jp/ctu/cn14/
cn16/yakyuubu.html

甲子園初出場ながら１回戦突破お疲れ様でした。
ご出身の石鏡町からも応援団が駆けつけたそうで
すが、この夏を振り返っての感想を教えてください。

高校教員として県内各地に赴任されていますが、外
からみた鳥羽市の現状をどのように感じていますか。

最後に、鳥羽市の球児達へ熱いメッセージをお願
いします。

甲子園だけでなく三重県大会からたくさんの方に応援し
ていただきました。ありがとうございました。
勝ち上がっていく中で、選手の成長を肌で感じ改めて高校生
の可能性が無限大であることを実感しました。

今夏、私自身とても充実した時間を過ごすことができま
した。それができたのも高い目標を持ち、最後まで諦め
ず「必ずできる」と選手や自分を信じ続けたからだと思
います。成功するためには想い続けることが大切だと思
います。ぜひ実践してみてください。鳥羽球児の今後の
活躍を期待しています。

私は幼いころから石鏡町の方々をはじめ、たくさんの鳥
羽市の方に可愛がっていただきました。心の温かい方々
が多く住む街だと思っています。だからこそ人口が減少し
ている話を聞くと少し寂しい気持ちになります。

議会広報研修に参加した委員


